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祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 

謹
み
て
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

皇
紀
二
六
八
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
聖
寿
の
萬
歳
と
皇
室
の
弥
栄
、
併
せ
て
県
内
各
神
社

の
ご
隆
盛
と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
元
の
生
活

へ
と
戻
り
つ
つ
あ
る
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
生
活
様
式
は
元
よ
り
、
神
社
の
祭
典
等
も
神
賑

行
事
・
直
会
な
ど
も
復
活
し
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
は
こ
の
四
年
間
の
縮
小
を
完
全
に
元
に
戻
し
、
い
や
そ
れ
以
上
の
段
階
ま
で
も
っ
て
い

け
る
様
取
り
組
ん
で
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

さ
て
今
年
は
ご
存
知
と
は
思
い
ま
す
が
、
九
州
地
区
神
職
会
の
当
番
県
と
な
り
ま
す
。
七

年
に
一
回
の
当
番
県
で
す
が
、
十
年
ご
と
に
沖
縄
県
が
当
番
に
な
る
為
、
八
年
ぶ
り
と
い
う

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
前
回
の
当
番
県
の
時
、
神
職
総
会
の
直
前
に
熊
本
大
震
災
が

発
生
し
中
止
と
な
り
総
会
を
担
当
す
る
こ
と
は
実
に
十
五
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
は
五
月
十
三
・
十
四
日
に
開
催
致
し
ま
す
。 

佐
賀
県
は
沖
縄
県
の
次
に
神
職
数
が
少
な
い
県
で
す
の
で
、
全
神
職
挙
げ
て
他
県
の
神
職

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
お
も
て
な
し
致
し
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
今
年
は
国
民
体
育
大
会
が
名
称
を
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
変
わ
り
最
初
の
開
催

県
が
佐
賀
県
で
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
又
そ

の
期
間
中
、
皇
族
方
の
御
来
佐
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
佐
賀
県
神
社
界
は
県
民
の
先
頭
に

立
っ
て
お
迎
え
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

本
年
も
役
職
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

令
和
六
年
甲
辰 

歳
旦 

佐
賀
県
神
社
庁
長 

德 

久 

俊 
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迎 春 萬 歳
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佐 
賀 

県 

神 

社 

庁 庁
長 

 
 

德
久 

俊
彦 

副
庁
長 

 
 

永
代
龍
三
郎 

仝 
 

 

村
田 

直
敏 

理
事 

 
 

佐
野 

安
正 

仝 
 

 

川
浪 

勝
英 

仝 
 

 

宮
﨑 

浩
司 

仝 
 

 

鍋
島 

朝
寿 

仝 
 

 
松
中 

浩
泰 

監
事 

 
 

田
中 

雅
治 

仝 
 

 

岩
永 
英
毅 

参
事 

 
 

野
﨑 
洸
史 

録
事 

 
 

田
中 

美
香 

職
員 

 
 

川
浪
ゆ
か
り 

佐
賀
県
神
社
総
代
会 

会
長 

 
 

南
里 

和
幸 

副
会
長 

 
 

垣
内 

利
秋 

仝 
 

 

三
谷 

英
史 

仝 
 

 

村
田 

直
敏 

理
事 

 
 

井
上 

和
幸 

仝 
 

 

辻 
 

幸
徳 

仝 
 

 

平
川 

哲
男 

佐
賀
県
神
社
庁
支
部
長 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
南 

日
吉 

高
明 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
北 

持
永 

圭
子 

神
埼
地
区
支
部 

 
 

 

山
邊 

和
之 

三
養
基
地
区
支
部 

 
 

都
渡 

智
久 

小
城
地
区
支
部 

 
 

 

栗
原 
 

潔 

東
松
浦
地
区
東
支
部 

 

石
橋 

明
彦 

唐
津
市
地
区
支
部 

 
 

鳥
越 

友
彦 

東
松
浦
地
区
西
支
部 
 

八
幡 

崇
経 

西
松
浦
地
区
支
部 

 
 

加
志
田
浩
一 

杵
島
地
区
西
支
部 

 
 

北
島 

 

巖 

杵
島
地
区
東
支
部 

 
 

川
﨑
太
久
美 

藤
津
地
区
支
部 

 
 

 

北
村 

建
治 

佐
賀
地
区
第
一
支
部 

 

中
村 

良
信 

佐
賀
県
神
社
総
代
会
支
部
長 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
南 

垣
内 

利
秋 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
北 

神
代 

正
信 

神
埼
地
区
支
部 

 
 

 

船
津 

保
雄 

三
養
基
地
区
支
部 

 
 

井
上 

和
幸 

小
城
地
区
支
部 

 
 

 

南
里 

和
幸 

東
松
浦
地
区
東
支
部 

 

盛
田 

 

平 

唐
津
市
地
区
支
部 

 
 

辻 
 

幸
徳 

東
松
浦
地
区
西
支
部 

 

内
田 

泰
久 

西
松
浦
地
区
支
部 

 
 

立
部 

 

薫 

杵
島
地
区
西
支
部 

 
 

谷
口 

 

優 

杵
島
地
区
東
支
部 

 
 

片
渕 

義
房 

藤
津
地
区
支
部 

 
 

 
竹
下 

元
一 

佐
賀
地
区
第
一
支
部 

 

平
川 

哲
男 

佐
賀
県
神
社
庁
研
修
所 

研
修
所
長 

 

德
久 

俊
彦 

講
師 

 

鍋
島 

朝
倫 

仝 
 

東 
 

正
弘 

仝 
 

武
雄 

哲
司 

仝 
 

永
代
龍
三
郎 

仝 
 

村
田 

直
敏 

仝 
 

鍋
島 

朝
寿 

仝 
 

宮
﨑 

浩
司 

仝 
 

加
志
田
浩
一 

仝 
 

田
中 

雅
治 

仝 
 

八
幡 

崇
経 

仝 
 

川
﨑
太
久
美 

仝 
 

西
原 

清
純 

仝 
 

江
頭 

慶
宣 

仝 
 

川
浪 

勝
英 

仝 
 

松
中 

浩
泰 

祭
式
講
師 

 

笠
原 

 

猛 

仝
助
教 

 

東 
 

孝
澄 

雅
楽
講
師 

 

佐
野 

安
正 

祭
祀
舞
講
師 

 

光
増 

隆
昭 

仝
講
師
補 

 

宮
田 

彩
子 

錬
成
行
事
道
彦 

 

馬
場 

正
典 

仝
助
彦 

 

朝
日 

淳
司 

訓
育
主
任 

 

野
﨑 

洸
史 

神
社
本
庁
教
誨
師 

県
駐
在
教
誨
師 

 

村
田 

直
敏  
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員
会 

委
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長 

 

八
幡 

崇
経 

副
委
員
長 

 

笠
原 

 

猛 

仝 
 

東 
 

孝
澄 

仝 
 

重
藤 

薫
範 

委
員 

 

川
浪
ひ
と
み 

仝 
 

大
島 

仁
志 

仝 
 

朝
日 

芳
彦 

仝 
 

栗
原 

 

潔 

仝 
 

戸
川 

健
士 

仝 
 

宮
﨑 
貞
克 

仝 
 

宮
田 
彩
子 

仝 
 

田
中 

寛
美 

仝 
 

橋
富
太
市
郎 

仝 
 

武
雄 

栄
門 

仝 
 

永
代 

優
仁 

仝 
 

前
田 

英
明 

仝 
 

溝
上 

忠
秀 

神
道
政
治
連
盟
佐
賀
県
本
部 

本
部
長 

 

村
田 

直
敏 

副
本
部
長 

 

南
里 

和
幸 

仝 
 

永
代
龍
三
郎 

幹
事
長 

 

戸
川 

健
士 

幹
事 

 

佐
野 

安
正 

仝 
 

宮
田 

有
尊 

仝 
 

宮
﨑 

貞
克 

青
年
隊
長 

 

川
浪 

雅
英 

事
務
局
長 

 

野
﨑 

洸
史 

佐
賀
県
神
道
青
年
会 

会
長 

 

川
浪 

雅
英 

副
会
長 
 

䅏
田 

匡
祐 

仝 
 

前
中 

俊
二 

仝 
 

大
島 

仁
志 

事
務
局
長 

 

永
代 

優
仁 

事
務
局
長
補
佐 

 

松
中
朝
比
古 

事
務
局
員 

 

黒
髮 

宜
嗣 

仝 
 

加
志
田
崇
嗣 

常
任
相
談
役 

 

宮
﨑 

貞
克 

仝 
 

古
川 

勝
茂 

佐
賀
県
敬
神
婦
人
会 

会
長 

三

嶽

神

社 
 

森
田 

 

睦 
副
会
長 

金
刀
比
羅
神
社 

 

古
川
三
紗
子 

監
事 

櫛

田

宮 
 

八
嶋
フ
ヂ
ヨ 

委
員 
若

宮

神

社 
 

長
野 

由
子 

仝 

大

木

神

社 
 

西
田
レ
イ
子 

仝 

八

坂

神

社 
 

西
村
い
つ
み 

委
員 

山

祇

神

社 
 

鈴
田
ヨ
シ
子 

仝 

五

宮

神

社 
 

原
﨑
つ
る
子 

仝 

琴

路

神

社 
 

石
田 

雅
子 

   

行
事
予
定  

 

一
月 

 
 

四
日 

仕
事
始
祭 

 

十
一
日 

学
神
祭 

二
十
三
日 

九
州
地
区
別
表
神
社
宮
司
会
（
～ 

二
十
四
日
） 

於
佐
嘉
神
社
記
念
館 

二
十
九
日 

神
社
庁
役
員
会 

 

三
十
日 

教
化
委
員
会 

 

二
月 

 
 

二
日 

杵
島
地
区
西
支
部
新
年
初
総
会 

 
 

六
日 

神
道
政
治
連
盟
九
州
各
県
本
部 

長
・
幹
事
長
・
事
務
局
長
会 

於
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
熊
本 

 
 

 
 

 

第
二
期
過
疎
地
域
神
社
活
性
化 

推
進
施
策
指
定
神
社
・
推
進
拠
点 

研
究
会
（
～
七
日
） 

於
神
社
本
庁 

 

十
一
日 

建
国
ま
つ
り 

 

十
三
日 

第
十
八
回
九
州
地
区
教
化
連
絡 

会
議 

 
 

 
 

於
鹿
児
島
県 

 
 

 
 

 

第
二
十
二
回
神
政
連
時
局
対
策 

連
絡
会
議 

 
 

 
 

於
衆
議
院
議
員
会
館 

二
十
七
日 

神
社
本
庁
災
害
対
策
研
修
会
（
～ 

二
十
八
日
） 

於
東
京
都 
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二
十
八
日 

神
社
庁
職
員
実
務
研
修
会
（
～
二 

十
九
日
） 

於
神
社
本
庁 

  

事
務
連
絡  

令
和
五
年
十
二
月
五
日
付
教
化
収
第
一
七
八
号 

神
社
本
庁
総
長
名
／
神
社
庁
長
宛 

▼
神
道
青
年
全
国
協
議
会
創
立
七
十
五
周
年 

記
念
事
業
の
実
施
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
度
神
道
青

年
全
国
協
議
会
よ
り
、
別
添
の
通
り
創
立
七
十

五
周
年
記
念
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
、
記
念
募

金
許
可
の
願
ひ
出
が
あ
り
ま
し
た
。
募
金
の
規

模
等
は
広
範
囲
に
亙
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

事
業
内
容
に
鑑
み
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
単

独
の
募
金
と
し
て
許
可
致
し
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

本
事
業
の
趣
旨
を
御
理
解
戴
き
、
募
金
活
動
が

円
滑
に
取
り
進
め
ら
れ
ま
す
や
う
、
御
配
慮
の

程
、
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

別
添 

神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長
名
／
本
庁
総
長
宛 

▼
神
道
青
年
全
国
協
議
会
創
立
七
十
五
周
年

記
念
事
業
実
施
に
付
き
記
念
募
財
許
可
の
お

願
ひ 

 

標
記
の
件
、
当
会
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事

業
実
施
に
付
き
「
神
社
本
庁
指
定
団
体
規
則
第

六
条
」
に
基
づ
き
、
左
記
の
記
念
募
財
を
取
り

進
め
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
御
許
可
の
程
、
宜

し
く
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

一
、
募
財
目
標
額 

 
 

 

伍
佰
萬
円 

 
 

 

※
別
添
創
立
七
十
五
周
年
特
別
会
計 

予
算
書
を
御
参
照
下
さ
い
。 

一
、
募
集
期
間 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月 

 

一
日
か
ら 

 
 

 

令
和
六
年 

五
月
三
十
一
日
ま
で 

一
、
募
集
依
頼
先 

 
 

 

神
青
協
顧
問
・
Ｏ
Ｂ
、
神
社
庁
、
別
表 

神
社 

一
、
使
途 

 
 

 

主
に
次
の
事
業
実
施
に
関
す
る
使
途 

 
 

 
・
記
念
大
会
及
び
記
念
表
彰
（
令
和
六 

年
四
月
二
十
三
日
開
催
予
定
）
に
関 

は
る
費
用 

 
 

 

・
周
年
奉
告
参
拝
（
令
和
六
年
五
月
予 

定
）
に
関
は
る
費
用 

 
 

 

・
神
宮
啓
発
事
業
（
令
和
五
・
六
年
度 

中
）
に
関
は
る
費
用 

 
 

 

・
聖
寿
奉
祝
の
碑
祭
典
、
北
方
領
土
の 

碑
祭
典
、
竹
島
之
碑
祭
典
に
関
は
る 

費
用 

 
 

 

・
設
立
七
十
五
周
年
記
念
誌
刊
行
（
令 

和
七
年
三
月
発
行
予
定
）
に
関
は
る 

費
用 

 
 

 

・
時
局
問
題
に
関
す
る
事
業
（
令
和
五
・ 

六
年
度
中
）
に
関
は
る
費
用 

 
 

 

・
教
化
育
成
事
業
、
周
年
記
念
品
企
画
、 

製
作
等
（
令
和
五
・
六
年
度
中
）
に 

関
は
る
費
用 

一
、
備
考 

 
 

 

本
件
に
つ
い
て
の
お
問
ひ
合
せ
は
神 

道
青
年
全
国
協
議
会
事
務
局
に
お
願 

ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

〒
一
五
一―

〇
〇
五
三 

 
 

 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一―

一―

二 

神
社
本
庁
内 

電 

話 

〇
三―

三
三
七
九―

八
〇
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三―

三
三
七
九―

八
二
九
九 

 

令
和
五
年
十
二
月
五
日
付
教
化
発
第
一
八
五
号 

神
社
本
庁
教
化
広
報
部
長
名
／
神
社
庁
長
宛 

▼
「
共
同
社
報 

令
和
六
年
正
月
版
」
活
用
方 

推
奨
の
件 

 

標
記
の
件
、
左
記
の
デ
ー
タ
を
作
製
し
、
神

職
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
致
し
ま
し
た
の
で
、
貴

管
内
神
社
で
の
活
用
に
つ
き
勧
奨
戴
き
ま
す

や
う
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
後
も
各
神
社
で
の
教
化
広
報
活
動

に
資
す
る
べ
く
様
々
な
資
材
の
デ
ー
タ
を
神

職
専
用
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

貴
管
内
神
職
に
は
本
サ
イ
ト
の
閲
覧
登
録
と

活
用
に
つ
き
、
併
せ
て
勧
奨
願
ひ
ま
す
。 
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記 
一
、
作
製
物 

 
 

 
「
共
同
社
報 

令
和
六
年
正
月
版
」 

Ａ
４
判 

カ
ラ
ー
両
面
刷 

 

P
o
w
e
r
P
o
i
n
t

デ
ー
タ 

 
 

 

神
社
名
と
連
絡
先
を
入
力
す
る
だ
け 

で
簡
単
に
各
神
社
の
社
報
を
作
製
す
る 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 

左
記
の
部
分
の
文
字
の
入
力
、
差
替
へ 

て
の
プ
リ
ン
タ
ー
印
刷
が
可
能
で
す
。 

 
 

（
表
面
） 

題
字
（
○
○
神
社
社
報 

 

令
和
六
年
正
月
号
）
・
巻
頭
言
・
イ
ラ
ス 

ト
・
顔
写
真 

 
 

（
裏
面
） 

神
社
連
絡
先
・
コ
ラ
ム
記
事
・ 

祈
祷
案
内 

一
、
そ
の
他 

 
 

御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
教
化 

課
宛
に
御
連
絡
下
さ
い
。 

（
神
社
本
庁
教
化
広
報
部
教
化
課
） 

電
話
番
号 

〇
三―

三
三
七
九―

八
〇
一
六 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

k
y
o
u
k
a
@
j
i
n
j
a
h
o
n
c
h
o
.
o
r
.j

p
 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
付
本
奉
発
第
六
五
号 

神
社
本
庁
本
宗
奉
賛
部
長
名
／
神
社
庁
長
宛 

▼
神
宮
大
麻
頒
布
に
か
か
る
広
報
活
動
に 

つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
神
社
本
庁
で
は
「
令
和
五
年
度

神
宮
大
麻
頒
布
向
上
施
策
」
の
一
環
と
し
て
、

左
記
の
通
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
貴
管
内
関
係

者
へ
の
御
周
知
方
お
願
ひ
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

一
、
動
画
Ｃ
Ｍ 

 
 

 

十
二
月
十
五
日
よ
り
明
年
一
月
十
五 

日
ま
で
の
間
、
十
五
秒
間
の
神
宮
大
麻 

啓
発
動
画
Ｃ
Ｍ
を
、
民
法
の
見
逃
し
配 

信
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ｒ
ｅ
ｍ
ｉ
ｕ
ｍ 

Ｖ 

ｉ
ｅ
ｗ
」（
Ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
・
各
放
送
局
配 

信
サ
イ
ト
）
や
オ
ン
ラ
イ
ン 

動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ 

ｅ
）
で
配
信
。 

 
 

 

【
共
有
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】 

 
 

 

Ｔ
ｖ
ｅ
ｒ
（h

t
t
p
s:

/
/t

v
er

.j
p
/

） 

 
 

 

※
対
象
局 

 
 

 

日
本
テ
レ
ビ
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）・
Ｔ
Ｂ
Ｓ
（
Ｔ 

Ｂ
Ｓ
）・
フ
ジ
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｘ
）・
テ
レ 

ビ
朝
日
（
Ｅ
Ｘ
）
、
テ
レ
ビ
東
京
（
Ｔ 

Ｘ
）・
讀
賣
テ
レ
ビ
（
Ｙ
Ｔ
Ｖ
）・
毎
日 

放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）・
関
西
テ
レ
ビ
（
Ｋ
Ｔ 

Ｖ
）・
朝
日
放
送
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）・
テ
レ
ビ 

大
阪
（
Ｔ
Ｖ
Ｏ
） 

 
 

 

【
各
放
送
局
配
信
サ
イ
ト
】 

 
 

 

日
テ
レ
無
料
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ 

（h
tt

p
s:

//
c
u.

n
tv

.
co

.
jp

/

） 

 
 

 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

（h
tt

p
s:

//
c
u.

t
bs

.
co

.
jp

/

） 

 
 

 

Ｆ
Ｏ
Ｄ 

（h
tt

p
s:

//
f
od

.
fu

j
it

v
.c

o
.j

p
） 

 
 

 

テ
レ
朝
動
画 

（https://douga.tv-asahi.co.jp/catchup

） 

 
 

 

ネ
ッ
ト
も
テ
レ
東 

（h
tt

p
s:

//
v
id

e
o.

t
v
-
t
ok

y
o.

c
o.

jp
/
)
 

 
 

 

ｙ
ｔ
ｖ 

Ｍ
ｙ
Ｄ
ｏ 

（h
tt

p
s:

//
w
ww

.
yt

v
.c

o
.j

p
/m

y
do

） 

Ｍ
Ｂ
Ｓ
動
画
イ
ズ
ム 

（h
tt

p
s:

//
d
iz

m
.m

b
s.

j
p/

） 

カ
ン
テ
レ
ド
ー
ガ 

（h
tt

p
s:

//
k
tv

-
sm

a
rt

.
jp

/
pc

/

） 

【
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
】 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

 
 

 

※
配
信
対
象
は
、
十
八
歳
～
二
十
四 

歳
・
男
女
、
二
十
五
歳
～
三
十
四
歳
・ 

女
性
に
限
定
。 

一
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
動
画 

 
 

 

読
売
新
聞
「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」 

（h
tt

p
:/

/w
w
w.

y
om

i
ur

i
.c

o
.j

p
/

） 

十
二
月
十
八
日
よ
り
明
年
一
月
四
日 

ま
で
の
間
、
産
経
新
聞
「
産
経
ニ
ュ
ー 

ス
」（h

t
t
p:

w
ww

.s
a
nk

e
i.

c
om

/

）
に
十
二 

月
十
八
日
よ
り
明
年
一
月
五
日
ま
で
の 

間
、
動
画
Ｃ
Ｍ
を
掲
載
。 

 
 

 

又
、
テ
キ
ス
ト
広
告
を
読
売
新
聞
「
Ｙ 

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
十 

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、「
産
経
ニ
ュ 

ー
ス
」
に
十
二
月
十
八
日
よ
り
明
年
一
月 
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一
日
ま
で
の
間
掲
載
。 

一
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事 

 
 

 
女
性
誌
『
ａ
ｎ
ａ
ｎ
』
（
マ
ガ
ジ
ン
ハ

ウ
ス
）
と
提
携
し
、
「
ａ
ｎ
ａ
ｎ 

Ｗ
Ｅ

Ｂ
」‐
「
ａ
ｎ
ａ
ｎ 

総
研
」 

（h
t
t
p
s
:
/
/
a
n
a
n
w
e
b
.
j
p
/
s
o
k
e
n
/

）
に 

神
宮
大
麻
関
連
記
事
を
掲
載
。
三
回
連
載 

で
、
十
二
月
四
日
、
十
二
月
十
一
日
、
十 

二
月
十
八
日
に
順
次
配
信
開
始
。 

一
、
誌
面
広
告 

 
 

 

月
刊
『
サ
ン
キ
ュ
』
（
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー 

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
令
和
六
年
一
月
号
（
十 

一
月
二
十
五
日
発
売
）
及
び
令
和
六
年
二 

月
号
（
十
二
月
二
十
五
日
発
売
）
に
掲
載
。 

 
 

 

別
紙
（
一
）
の
通
り
。 

 
 

 

同
誌
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
に
も
神
宮
大
麻
奉 

斎
啓
発
記
事
を
掲
載
（
十
二
月
二
十
二
日 

に
配
信
開
始
）
。 

一
、
ラ
ヂ
オ
Ｃ
Ｍ 

 
 

 

十
二
月
二
十
日
よ
り
明
年
一
月
三
日 

ま
で
の
間
、
Ｆ
Ｍ
東
京
ほ
か
全
国
三
十
七 

局
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ほ
か
全
国
三
十
六
局 

で
実
施
。 

 
 

 

別
紙
（
二
）
の
通
り
。 

一
、
新
聞
広
告
掲
載 

 
 

 

令
和
五
年
十
二
月
三
十
日
、
読
売
新
聞 

全
国
版
朝
刊
（
十
五
段
・
カ
ラ
ー
）
に
神 

宮
大
麻
啓
発
広
告
を
掲
載
。 

一
、
そ
の
他 

 
 

 

神
社
本
庁
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
映 

像
資
材
を
、
神
職
専
用
サ
イ
ト
に
頒
布
資 

材
一
覧
を
掲
載
。 

以 

上 
 

別
紙
（
一
）
抄 

Ｆ
Ｍ
佐
賀 

月
～
金 

午
前 

七
時 

七
分 

 
 

 
 

午
前
一
一
時
一
〇
分 

 
 

土 

午
後 

三
時
二
四
分 

 
 

 
 

午
後 

四
時
五
三
分 

 
 

日 

午
前
一
一
時
二
九
分 

（
十
二
月
二
十
四
日
） 

 
 

 
 

午
前
一
○
時
二
九
分 

（
十
二
月
三
十
一
日
） 

別
紙
（
二
） 

全
国
ラ
ヂ
オ
Ｃ
Ｍ
の
放
送
（
Ｆ
Ｍ
・
Ａ
Ｍ
）
に

つ
い
て 

○
放
送
機
関 

・
令
和
五
年
十
二
月
二
十
日
（
水
） 

～
令
和
六
年
一
月
三
日
（
水
） 

一
日
二
回
放
送 

 

※
実
施
放
送
局
及
び
時
間
は
一
覧
表
の
通

り
。 

○
内
容
（
二
十
秒
） 

「
伊
勢
神
宮
の
お
神
札
、
神
宮
大
麻
を
御
存
じ

で
す
か
。
神
宮
大
麻
は
全
国
の
神
社
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
神
宮
大
麻
を
地
域
の
守
り
神
、
氏
神

さ
ま
の
お
神
札
と
と
も
に
御
家
庭
で
お
ま
つ

り
し
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
神

社
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
」 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日
付
総
神
収
第
五
八
三
号 

神
社
本
庁
総
務
部
長
名
／
神
社
庁
長
宛 

▼
「
宗
教
法
人
の
た
め
の
運
営
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」 

の
案
内
に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
別
紙
（
写
）
の
通
り
標
記
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
送
付
に
あ
た
り
、
文
化
庁
よ
り
包
括

宗
教
法
人
に
対
し
て
周
知
方
の
協
力
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

標
記
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
宗
教
法
人
の
運
営

上
の
留
意
点
を
簡
便
に
ま
と
め
た
冊
子
と
な

っ
て
を
り
、
当
該
冊
子
デ
ー
タ
は
文
化
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
公
開
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。 

※ 

ht
t
p
s
/
/w

ww
.
bu

n
ka

.
go

.
jp

/
se

i
sa

ku
/
sh

u
k

yo
h
o
j
i
n/

ka
n
ri

/
in

d
ex

.
ht

m
l
 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
神
社
の
円
滑
な

法
人
運
営
及
び
そ
の
理
解
の
徹
底
の
為
、
貴
庁

で
の
研
修
時
の
参
考
資
料
等
と
し
て
御
活
用

戴
き
ま
す
や
う
、
宜
し
く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 

◆
◇
◆ 

神
宮
崇
敬
会
た
よ
り 

◆
◇
◆ 

▼
第
六
十
九
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭
斎
行 

 

我
が
国
の
御
祖
神
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
仰
ぐ

『
お
伊
勢
さ
ま
』
に
、
神
宮
奉
賛
・
国
民
総
参

宮
の
趣
旨
の
も
と
、
護
國
を
は
じ
め
農
作
物
の
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豊
か
な
実
り
と
、
そ
の
限
り
な
い
御
神
恩
に
感

謝
の
真
心
を
捧
げ
る
、
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭

が
令
和
五
年
十
二
月
五
日
（
火
）
神
宮
に
於
い

て
斎
行
さ
れ
、
当
県
よ
り
佐
賀
県
農
業
協
同
組

合
中
央
会
関
係
者
並
び
に
伊
勢
神
宮
崇
敬
会

佐
賀
県
本
部
役
員
・
事
務
局
が
参
列
し
た
。 

 

先
ず
、
外
宮
並
び
に
内
宮
御
垣
内
特
別
参
拝
、

御
神
楽
奉
納
の
後
、
神
宮
会
館
に
会
場
を
移
し
、

式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

顕
彰
式
で
は
、
嘉
例
に
よ
り
敬
神
の
念
篤
く

農
林
水
産
業
の
発
展
に
特
に
功
績
顕
著
な
者

と
し
て
、
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
副

組
合
長 

大
隈
博
義
氏
、
佐
賀
県
農
業
協
同
組

合
代
表
理
事
専
務 

佐
々
木
慎
司
氏
の
両
名
が

『
農
事
関
係
功
労
者
』
と
し
て
表
彰
の
栄
に
浴

さ
れ
た
。 

 

◆
農
事
関
係
功
労
者 

佐
賀
県
農
業
協
同
組
合 

お
お
く
ま 

ひ
ろ
よ
し 

 

代
表
理
事
副
組
合
長 

大
隈 

博
義 

様 

○
功
績
概
要 

 

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
佐
賀
県
経
済
農
業

協
同
組
連
合
会
に
入
会
。
平
成
十
九
年
四
月
に

県
内
八
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
誕
生
し
た
佐
賀
県
農

業
協
同
組
合
に
お
い
て
は
、
総
務
部
長
を
務
め

た
。 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
か
ら
は
、
農
業
・
農
協

に
お
け
る
卓
越
し
た
見
識
と
情
熱
を
買
わ
れ
、

同
Ｊ
Ａ
の
営
農
担
当
常
務
に
就
任
し
た
。 

 

同
氏
の
決
断
力
の
高
さ
、
農
協
運
動
に
専
心

す
る
姿
は
、
農
協
役
職
員
は
も
と
よ
り
農
家
組

合
員
の
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
幅

の
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
同
氏
の
指
導
力

と
農
業
に
対
す
る
熱
意
が
認
め
ら
れ
、
令
和
五

年
六
月
に
、
同
Ｊ
Ａ
の
代
表
理
事
副
組
合
長
に

就
任
。
現
在
、
農
協
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
農
業
振
興
と
農
協
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
県
段
階
に
お
い
て
も
、
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
佐
賀
県
本
部
運
営
委
員

会
副
会
長
、
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
理

事
、
佐
賀
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
経
営

管
理
委
員
会
委
員
、
佐
賀
県
農
業
信
用
基
金
協

会
理
事
に
就
任
し
、
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
。 

佐
賀
県
農
業
協
同
組
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
さ
き 

し
ん
い
ち 

 
 

代
表
理
事
専
務 
佐
々
木 

慎
一 

様 

○
功
績
概
要 

 

地
元
で
あ
る
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
杵
藤

エ
リ
ア
は
、
中
山
間
地
域
で
北
部
な
ど
の
比
較

的
平
坦
な
地
区
で
は
圃
場
整
備
さ
れ
た
水
田

を
利
用
し
た
水
稲
や
大
豆
な
ど
を
栽
培
し
、
山

間
部
で
は
ミ
カ
ン
や
茶
、
野
菜
な
ど
の
栽
培
が

盛
ん
で
あ
る
。 

 

平
成
九
年
五
月
に
就
農
。
平
成
十
七
年
四
月

に
佐
賀
み
ど
り
農
協
青
年
部
部
長
を
務
め
、
平

成
十
八
年
四
月
よ
り
佐
賀
県
農
協
青
年
部
協

議
会
副
委
員
長
と
し
て
農
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
。
地
元
の
農
業
振
興
に
お
え
る
卓
越
し
た

見
識
と
情
熱
を
買
わ
れ
、
平
成
二
十
年
六
月
よ

り
理
事
に
就
任
し
た
。 

 

同
氏
の
誠
実
な
人
柄
と
農
協
運
動
に
専
心

す
る
姿
は
、
農
協
役
職
員
は
も
と
よ
り
組
合
員

農
家
の
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
幅

の
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
の
指
導
力

と
農
業
に
対
す
る
熱
意
が
認
め
ら
れ
、
令
和
二

年
六
月
に
、
同
Ｊ
Ａ
の
杵
藤
エ
リ
ア
担
当
常
務
、

令
和
五
年
六
月
か
ら
は
代
表
理
事
専
務
に
就

任
し
、
信
用
・
共
済
事
業
、
営
農
販
売
事
業
（
畜

産
）
、
経
済
事
業
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
地
域

農
業
振
興
と
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。 

 

◆
◇
◆ 

教
化
委
員
た
よ
り 

◆
◇
◆ 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
広
報
活
動 

鏡
神
社
宮
司 

重
藤 

薫
範 

 

今
年
度
の
研
修
会
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
研
修
会
に
て

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
方
法
な
ど
を
行
い
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ま
し
た
。
多
数
の
神
職
の
皆
様
に
参
加
を
頂
き

ま
し
て
盛
況
に
研
修
会
が
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
会
に
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し

た
神
社
や
既
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ

ン
ト
を
持
っ
て
い
る
神
社
へ
教
化
委
員
会
に

て
作
成
し
た
テ
ー
マ
や
文
言
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

の
活
用
を
お
願
い
し
た
く
、
今
回
の
教
化
委
員

会
た
よ
り
に
て
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

①
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
月
一
回
、
神
社
の
写
真 

と
テ
ー
マ
や
文
言
を
発
信
「
例
：
今
日
は
朔 

日
で
す
。
氏
神
神
社
へ
参
拝
に
行
き
ま
し
ょ 

う
。
」
こ
の
様
な
投
稿
を
各
神
社
が
イ
ン
ス 

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し
て
も
、
見
て
い
る
人
は 

様
々
な
の
で
、
結
果
と
し
て
各
神
社
で
文
言 

は
一
緒
で
も
写
真
が
異
な
る
イ
ン
ス
タ
グ 

ラ
ム
が
投
稿
さ
れ
、
投
稿
を
見
た
人
が
神
社 

（
神
道
）
の
事
や
参
拝
に
つ
な
が
る
こ
と
に 

な
り
ま
す
。 

②
テ
ー
マ
「
そ
う
だ
！
神
社
に
い
こ
う
」 

～
や
さ
し
く 

こ
こ
ろ 

と
と
の
え
る
～ 

こ
の
テ
ー
マ
を
通
年
通
し
て
使
用
し
ま
す
。 

③
文
言
今
日
は
朔
日
で
す
。
氏
神
神
社
へ
参
拝 

に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

そ
の
他
の
文
言
は
追
っ
て
追
加
い
た
し
ま 

す
。
必
要
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
文
言
は
各
神
社
に
て
自
由
に
作
成
し 

て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ 

＃
神
社 

＃
御
朱
印 

＃
観
光 

＃
旅
行  

＃
佐
賀
観
光 

＃
神
社
仏
閣 

＃
そ
う
だ
神 

社
に
行
こ
う 

＃
や
さ
し
く
こ
こ
ろ
と
と
の
え
る 

＃
歩
こ 

う
佐
賀
県 

＃
佐
賀
さ
い
こ
う 

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
（
＃
）
は
興
味
を
持
っ
て
い 

る
人
に
対
し
投
稿
を
拡
散
で
き
ま
す
。 

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
間
に 

は
半
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り 

キ
ー
ワ
ー
ド
が
増
や
せ
ま
す
。（
三
〇
個
ま 

で
） 

⑤
写
真
は
本
殿
・
境
内
・
境
内
の
花
木
等
や
テ 

ー
マ
や
文
言
に
沿
わ
な
く
て
も
神
社
に
関 

連
す
る
も
の
で
も
可 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う

と
さ
れ
て
い
る
方
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
た
い
け
ど
使
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
教
化
委
員
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
教
化
委
員
会
で
サ
ポ
ー
ト

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
た
広
報
活
動
の
取
り
組
み
を
佐
賀
県
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
ゆ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
十
一
ペ
ー
ジ
に
関
連
情
報
を
記
載
し
て
い 

ま
す
。 

 

令
和
五
年
度 

全
国
教
化
会
議
出
席
報
告 

教
化
委
員 

永
代 

優
仁 

 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
、

神
社
本
庁
に
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
か
ら
教

化
実
践
目
標
「
氏
子
意
識
の
涵
養
と
精
神
の
継

承
に
向
け
て
」
と
定
め
、
本
教
化
会
議
で
は
、

地
域
社
会
の
中
心
的
役
割
を
担
ふ
神
社
が
共

同
体
構
成
員
に
氏
子
意
識
の
涵
養
昂
揚
を
図

る
べ
く
、
そ
の
方
途
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し

よ
り
実
効
性
の
あ
る
教
化
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。 

基
調
講
演
で
は
、
講
師
岡
崎
広
樹
先
生
に
よ

る
「
十
年
後
の
地
域
の
姿
〜
「
共
存
」
か
ら
「
共

生
」
へ
〜
」
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
内
容
と
し

て
は
、
埼
玉

県

川

口

市

の

芝

園

団

地
は
、
外
国

人

が

人

口

約

五

千

人

の

半

分

以

上

を

占

め
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て
お
り
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
っ
て
迷
惑
な

隣
人
に
な
り
や
す
く
、
そ
の
障
壁
を
緩
和
す
べ

く
自
治
会
、
地
元
外
部
学
生
、
市
役
所
な
ど
と

連
携
し
つ
つ
ゆ
る
や
か
な
共
生
を
目
指
し
取

り
組
ま
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
言
葉

の
定
義
が
あ
り
、
「
共
存
（
お
互
い
静
か
に
暮

ら
せ
る
関
係
）
」
と
「
共
生
（
お
互
い
に
協
力

す
る
関
係
）
」
と
い
う
定
義
づ
け
を
し
「
共
存
」

に
資
す
る
取
り
組
み
（
日
本
の
生
活
習
慣
を
伝

え
る
機
会
の
確
保
）−

市
区
町
村
の
転
入
手
続

き
時
の
説
明−

雇
用
企
業
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
活
用−

賃
貸
物
件
の
入
居
手
続
き
時
の

説
明
。
「
共
生
」
に
資
す
る
取
り
組
み
（
日
本

人
と
外
国
人
の
「
接
点
」
づ
く
り
）−

「
接
点
」

づ
く
り
を
支
援
す
る
第
三
者
の
配
置−

地
域
住

民
の
「
接
点
」
に
な
る
組
織
の
連
携
促
進−

情

報
発
信
等
を
通
じ
た
間
接
的
な
「
接
点
」
の
拡

大
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

そ
し
て
隣
近
所
の
生
活
の
土
台
と
し
て
ま

ず
「
共
存
」
を
築
き
、
直
接
的
、
間
接
的
な
「
接

点
」
の
場
づ
く
り
に
よ
り
「
ゆ
る
や
か
な
共
生
」

を
進
め
る
こ
と
が
、「
隣
近
所
の
多
文
化
共
生
」

の
推
進
に
は
欠
か
せ
な
い
。
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
こ
の
接
点
の
場
づ
く
り
が
神
社
の
お
祭

り
ま
た
は
行
事
等
で
行
う
こ
と
が
す
ご
く
効

果
的
で
住
民
同
士
の
共
通
点
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

こ
の
共
通
点
を
作
る
取
り
組
み
が
、
神
社
が

共
同
体
構
成
員
に
氏
子
意
識
を
涵
養
昂
揚
を

図
る
方
途
に
つ
な
が
る
一
助
と
な
る
可
能
性

が
高
い
と
感
じ
た
。
強
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

言
葉
が
「
伝
え
る
」
で
は
な
く
「
伝
わ
る
」
、

「
自
然
と
」
で
は
な
く
「
意
図
的
に
」
と
い
う

こ
と
が
共
生
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
に
な
る

要
素
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

後
半
は
分
散
会
が
行
わ
れ
、
八
班
に
全
体
を

分
け
、
各
県
の
教
化
活
動
報
告
を
実
践
目
標
と

合
わ
せ
て
報
告
を
行
っ
た
。 

今
回
か
らP

D
C
A

サ
イ
ク
ル
の
活
用
の
提
案

が
神
社
本
庁
よ
り
あ
っ
た
。
こ
のP

D
C
A

サ
イ

ク
ル
の

C

の

C
h
e
c
k

評
価
の
部
分
は
各
班
も

理
解
が
難
し
い
と
い
う
見
解
が
多
く
あ
っ
た
。

数
字
で
表
せ
る
も
の
と
表
せ
な
い
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
い

う
ま
と
め
で
も
あ
っ
た
。 

ま
た
各
県
の
教
化
関
係
者
は
教
化
の
方
法

の
マ
ン
ネ
リ
化
が
起
き
て
お
り
、
青
年
会
の
よ

う
な
若
手
ま
た
は
異
業
種
経
験
者
、
第
三
者
等

の
協
力
ま
た
は
巻
き
込
み
を
行
う
こ
と
が
と

て
も
有
効
的
手
段
だ
と
い
う
こ
と
も
全
体
発

表
と
し
て
も
あ
っ
た
。 

今
回
出
席
し
各
県
の
報
告
を
聞
き
う
ま
く

行
っ
た
こ
と
う
ま
く
い
っ
て
な
い
こ
と
等
を

お
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
で
教
化
活
動
の
一

助
に
な
る
こ
と
が
改
め
て
感
じ
た
会
議
で
あ

っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
妻
山
神
社
祢
宜
） 

 

◆
◇
◆ 

敬
神
婦
人
会
た
よ
り 

◆
◇
◆ 

▼
「
う
ぶ
神
様
と
学
ぶ 

腹
帯
の
イ
ロ
ハ
」
発 

行
の
件 

全
国
敬
神
婦
人
連
合
会 

拝
啓 

時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
よ
り
本
会
の
諸
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

格
別
な
る
ご
理
解
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

扨
、
本
会
並
び
に
全
国
女
子
神
職
協
議
会
に
て

編
集
・
発
行
し
て
お
り
ま
す
「
う
ぶ
ち
ゃ
ん
と

学
ぶ 

腹
帯
イ
ロ
ハ
」
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、

タ
イ
ト
ル
・
イ
ラ
ス
ト
を
一
新
し
た
「
う
ぶ
神

様
と
学
ぶ 

腹
帯
の
イ
ロ
ハ
」
と
し
て
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
致
し
ま
し
た
。
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
う
ぶ
神
様
」
の
案
内
の
下
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

子
供
の
誕
生
か
ら
七
五
三
ま
で
の
種
々
の
人

生
儀
礼
に
関
す
る
平
易
な
解
説
を
掲
載
し
た

ほ
か
、
よ
り
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。 

つ
い
て
は
、
申
込
み
チ
ラ
シ
を
同
封
致
し
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
御
社
頭
で
の
頒
布
や
、
教
化

活
動
等
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
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す
。 

皆
様
に
は
今
後
と
も
、
本
会
の
諸
施
策
に
つ
い

て
倍
旧
の
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
所
属
団

体
、
会
員
の
皆
様
に
ご
周
知
戴
き
た
く
、
ご
鳳

声
方
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬 

具 
 

  

事
務
報
告  

【
神
職
帰
幽
】 

■
八
島 

弘
直 

氏 

 

唐
津
天
満
宮
宮
司 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
八
日
逝
去 

（
享
年 

八
十
五
） 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

【
承 

認
】 

■
境
内
地
目
的
外
使
用 

■
財
産
処
分
（
貸
付
）
九
件 

■
神
社
規
則
変
更 

 

八
幡
宮
（
杵
島
郡
大
町
町
福
母
鎮
座
） 

令
和
五
年
十
二
月
五
日
付 

 

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
】 

■
岡
山
神
社
宮
司 

栗
原 

 

潔 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
三
日 

 

・
員
数 

 

代
表 

 
 

 
 

 
 

 

野
口 

好
啓 

他
十
名 

 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 

和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日 

 

・
員 

数 

代
表 

 
 

 
 

 
 

 

森 

あ
や
子 

他
四
名 

 

【
任 

免
】 

■
出
雲
神
社
宮
司 

北
島 

昭
次 

 
 

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
田
手 

 
 

日
吉
神
社 

 
 

願
に
よ
り
兼
職
を
免
ず
る 

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

■
佐
賀
県
神
社
庁
録
事 

名
和 

長
高 

 

願
に
よ
り
録
事
を
免
ず
る 

令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

■
圡
器
山
八
天
神
社
宮
司 

朝
日 

芳
彦 

 
 

神
埼
郡
吉
野
ヶ
里
町
田
手 

 
 

兼
ね
て
日
吉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

令
和
六
年
一
月
一
日 

  

研
修
修
了
報
告  

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
直
轄
研
修 

▼
神
青
協
「
現
代
社
会
に
お
け
る
神
社
の
役
割
」

を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ
研
修
会 

一
、
日 

時 

 
 

 

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
） 

○
・
五
日
間 

一
、
修
了
者 

 
 

 

妻
山
神
社
祢
宜 

永
代 

優
仁 

 
 

 

伊
勢
神
社
祢
宜 

古
川 

恭
子 

以 

上 
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寄

贈

書

籍

等

目

録

並

び

に

御

芳

名 

自 

令
和
五
年
十
二
月 

 

一
日 

至 
 

 
 

 

仝 
 

三
十
一
日 

・
さ
く
ら
山 

第
八
号 

茨
城
縣
護
國
神
社 

様 

・
多
度
山 

第
六
八
号 

多
度
大
社 

様 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
六
八
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
全
教
神
協
広
報 

第
一
一
三
号 

全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会 

様 

・
霊
峰
冨
士 

第
一
〇
六
号 

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社 
様 

・
大
町
八
幡
神
社
た
よ
り 

第
一
一
号 

・ 
 

 
 

 
 

 
 

仝 

号
外 

八
幡
神
社
宮
司 

北
島
巖 

様 

・
石
上 

第
六
七
号 

石
上
神
宮 

様 

・
大
美
和 

第
一
四
六
号 

大
神
神
社 

様 

・
令
和
六
年
版 

氏
子
教
化
カ
レ
ン
ダ
ー 

北
海
道
神
社
庁
札
幌
支
部
青
年
神
職
会
文
月
会 

様 

・
霊
峰
冨
士 

第
一
〇
六
号 

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社 

様 

・
水
天
門 

第
一
〇
二
号 

赤
間
神
宮 

様 

・
代
々
木 

第
五
三
五
号 

明
治
神
宮 

様 

・
大
洗
さ
ま 

第
五
四
号 

大
洗
磯
前
神
社 

様 

・
佐
加
太
利 

第
一
一
二
号 

防
府
天
満
宮 

様 

・
鳥
取
縣
神
社
廳
報 

第
一
〇
三
号 

鳥
取
県
神
社
庁 

様 

・
全
国
東
照
宮
連
合
會
々
報 

第
五
六
号 

全
国
東
照
宮
連
合
会 

様 

・
す
い
と
く 

第
八
三
三
号 

竹
駒
神
社 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
八
六
号 

北
海
道
神
社
庁 

様 
・
砥
鹿 

第
一
四
六
号 

砥
鹿
神
社 

様 

・
あ
し
か
ひ 

第
一
二
四
号 

大
阪
府
神
社
庁 

様 

・
長
崎
縣
神
社
廳
報 

№
八
三 

長
崎
県
神
社
庁 

様 

      

                          ～神社庁教化委員会広報部会よりお知らせ～ 
●テーマ（通年を通して）  

「そうだ！神社にいこう」  
～  やさしく  こころ  ととのえる  ～  

 
●文言  

今日は朔日です。氏神神社へ参拝に行きましょう。  
また各神社にて自由作成したもの  

 
●ハッシュタグ（＃）  

＃神社  ＃御朱印  ＃観光  ＃旅行  ＃佐賀観光  ＃神社仏閣   
＃そうだ神社に行こう  ＃やさしくこころととのえる   
＃歩こう佐賀県  ＃佐賀さいこう  

 
※「文言ハッシュタグ」については教化委員会にて考案精査をしております。 
庁報のこの欄にてお伝えをいたします。  
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各 

提 

出 

物 

の 

お 

願 

い 
 

神
社
役
員
・
崇
敬
者
調
査 

 

支 

部
締
切･

･
･

一
月
十
五
日
（
月
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

一
月
十
九
日
（
金
） 

 

神
社
庁
定
例
表
彰
内
申 

 

支 

部
締
切･

･
･

一
月
十
九
日
（
金
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

一
月
末
日 

 

神
社
活
動
に
関
す
る
全
国
調
査 

 

支 

部
締
切･

･
･

二
月
十
五
日
（
木
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

二
月
二
十
日
（
火
） 

 

神
宮
大
麻
精
算
関
係 

 

支 

部
締
切･

･
･

二
月 

一
日
（
木
） 

 

神
社
庁
締
切･

･
･

二
月
十
五
日
（
木
） 

                          

  
年
末
年
始
の
閉
庁
期
間
に
つ
い
て 

 
 

十
二
月
二
十
九
日
（
金
） 

 
 

十
二
月 

三
十
日
（
土
） 

 
 

十
二
月
三
十
一
日
（
日
） 

 
 

 

一
月 
 

一
日
（
月
） 

 
 

 

一
月 

 

二
日
（
火
） 

 
 

 

一
月 

 

三
日
（
水
） 

 

※
一
月
四
日
は
庁
内
神
事
の
為
、 

午
後
以
降
の
対
応
に
な
り
ま
す
。 

 

令
和
六
年 

学
神
祭
斎
行
の
御
案
内 

  

新
年
に
あ
た
り 

神
社
庁
神
殿
に
て
学
神
祭
を
斎
行
致
し
ま
す 

祭
典
に
併
せ 

竹
の
園
生
の
儀
式
に
倣
い 

講
書
始
の
儀 

並
び
に
賀
寿
の
御
祝
も
執
り
行
い
ま
す
の
で 

御
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す 

 

一
、
日 

時 

令
和
六
年
一
月
十
一
日
（
木
）
午
後
三
時 

一
、
場 

所 

神
社
庁
神
殿 

一
、
講
書
始 

千
栗
八
幡
宮 

東 
 

正
弘 

宮
司 

 
 

 
 

 
 

 

「
創
建
一
三
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
で
」 

一
、
祝
意
表
明 

一
、
御
案
内 

神
社
庁
役
員
、
協
議
員
、
研
修
所
講
師
、 

支
部
長
、
支
部
幹
事
、
大
麻
幹
事
、 

教
化
委
員
、
県
総
代
会
役
員
、
評
議
員
、 

総
代
会
支
部
長
、
各
指
定
団
体
会
長
、 

敬
神
婦
人
会
単
位
会
長
、
他
管
内
神
職 

  
 

 

※
既
に
御
案
内
の
通
り
、
往
復
ハ
ガ
キ
返
信
面
で 

参
列
の
有
無
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。 

◎お知らせ◎  

今般、令和６年１月１日より土曜日も閉庁することとなりました。  

皆様には大変御迷惑おかけ致しますが、何卒御了承の程お願い申し上げます。 


